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熊谷市立大原中だより 平成３１年３月１１日発行

本日は東日本大震災が発生して８年となります。午後２時４６分には全校で１分間の
黙祷をささげました。

われらの中学ここにあり
弥生三月 ～ 旅立ちの日に ～

うちつれて ひばり立つなり紙屋川 はかぜ（羽風）にきほひさざなみぞ立つ

桜井 基佐（室町時代の歌人）
もとすけ

勢いのよいヒバリの声と飛翔を歌い込んだ、室町時代の歌人桜井基佐の歌です。ヒバリ
は｢万葉集｣にも登場し、日本人には古来から親しまれてきた鳥です。俳句の季語ではヒバ
リは春のもの。野原や畑、荒川の河原などの広々とした場所で力強くさえずる雄ヒバリの
声は、レンゲの赤や菜の花の黄色、麦の緑などと調和して、いかにも春を告げる鳥として
ふさわしいと言えるでしょう。

学校では８日に公立高校の合格発表がありました。７５名がそれぞれに新たな決意をし
ている様子が伺えます。

１５日には第７２回卒業式を迎えます。準備も順調に進んでいます。ご来賓、保護者の
方々のご来校を心よりお待ちしています。なお、中学校最大の学校行事であるとともに厳
粛な式ですので、いくつかご注意をお願いします。

１ 保護者の方は８時４５分までにご入場をお願いします。９時開式です。

２ 保護者の方のお車でのご来校は駐車場がありませんので、ご遠慮願います。
本校内と熊谷農業高校の駐車場には車はとめられません。（自転車の駐輪場のみです）

３ 当日はお祝いの記念撮影等されるかと思いますが、個人情報や画像が拡散することの
ないようお願いします。

４ 卒業式後の生徒だけでのうちあげと称する飲食の集まりは、学校では禁止しています。

５ 進学先が決まっても、あくまでも入学許可候補者の段階です。生徒が事件や事故に遭
わないよう各家庭におかれましてもご注意ください。

３年生を送る会 ～ やればできる大原の生徒たち ～

３年生を送る会では多数の保護者のご来場ありがとうございました。８７名の記録があ
りました。実行委員会・生徒会の生徒を中心に１・２年生全員がよくがんばりました。一
部の保護者の方には実行委員会等でのお迎えありがとうございました。生徒たちの多彩な
活動と会場の様子から、現在の学校の雰囲気、生徒たちの様子をご覧いただけたかと思い
ます。こうした生徒たちの可能性をさらに伸ばすためにも、学校として授業を充実させ、
学力向上へと一層力を注いでいきたいと考えています。

昨年市内最下位であったテストが、今年度は数学で２位でした。あと１人が１問できれ
ば１位でした。それだけのやればできる生徒たちです。学習面でも毎日の授業、そして家
庭学習を重視していきます。家庭学習でのご協力をよろしくお願いいたします。

進路は早めに ～ 様々な特色ある上級学校 ～

公立高校・私立高校・特別支援学校共に１０年前・２０年前とは大きく変わりました。
進路は１年生から保護者も生徒もＨＰで調べたり、学校見学・体験入学に参加することが
大切です。生徒の主体的な意識も高まります。県南の進学校では幼稚園で保護者に学校説
明会を開く高校さえあります。本校でも２年生は東京社会見学・先輩（高校生）から学ぶ
会で、意識を変えた生徒がいます。みんなが良いという学校へ行くのではなく、自分が行
きたいと思える学校を選ぶ時代です。進路調べに早すぎるということはありません。


